
■読者の皆様へ■

　本書は、『HRCのNXR開発奮戦記』（1989年10月刊行）の装丁を一新し、写真や資料の追
加・増補して刊行するものです。2013年にホンダがダカールラリー参戦を再開し、2020年に
は総合優勝を達成したその挑戦の原点は、1986年から1989年までの4年間のワークス活動で
あり、この時に活躍したマシンがNXR750でした。この時期のマシン開発や、参戦の様子な
どを詳細かつ分かりやすく紹介しているのが本書であり、類書のない書籍であると考えてい
ます。

　2020年のホンダの総合優勝を機に、多くの方々から再刊のご要望をいただくようになり、
著者の西巻裕氏にご連絡を差し上げましたところ、ご自身のもとにもそのような声が届いて
いることを教えていただきました。このたび、西巻裕氏のご快諾をいただくことができ、再
刊を決定いたしました。今回の増補二訂版の編集・製作に際しては、内容の確認を行なうと
ともに、新たに発見された写真史料の追加、さらには2013年からのダカールラリーの戦績な
ども収録しました。この増補作業に関しては、元本田技研工業広報部で長く二輪広報に携わ
られた高山正之氏から多くの助言を頂戴してまとめることができました。高山正之氏は当時
のダカールラリーのPR活動を担当された方であり、史料の充実を図ることができたと考えて
います。ここに御礼申し上げます。

　なお、本書に登場するマシン名や人物名等のカタカナ表記などについては、当時のプレ
ス資料などをもとに記載をしておりますが、時代により表記の変化が見られる場合があり、
編集部の判断で統一をしています。登場人物の肩書きなどは、初版刊行時のままとしていま
す。また、本文中において今日では適さないと思われる表現がありますが、作品としての個
性や書かれた時代背景などを考慮し、そのままとしている場合があります。ご了承ください
ますようお願いいたします。

グランプリ出版　編集部　山田国光
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第9回パリ・ダカールラリー（1987年）の優勝者，シリル・ヌブー（左から2人目）を青山本社に迎えての記者会見。左から3人目は
HRCの松田稔。



























1986年のパリダカ優勝を遂げた
No.95，シリル・ヌブー。









　

1986年パリダカの優勝者、No.95シリル・ヌブー

■1986年 HONDA NXR750
この第8回大会からホンダのワークスマシ
ン、NXRがパリダカに出場した。搭載する
水冷45°Vツインエンジンは新設計、さらに、
通常オフロードマシンでは装着されないカ
ウリングによって空力特性に配慮した。





　

■ダカールラリー 2016　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム 差 ペナルティ
1 3 T. プライス KTM 48:09'15 ― ―
2 5 S. ソヴィッツコ KTM 48:48'56 +00:39'41 00:01'00
3 4 P. クインタニラ ハスクバーナ 48:58'03 +00:48'48 ―
4 47 ケビン・ベナバイズ Honda 49:04'02 +00:54'47 ―
5 7 H. ロドリゲス ヤマハ 49:04'59 +00:55'44 00:05'00
6 42 A. ファン・ベヴェレン ヤマハ 49:55'44 +01:46'29 ―

9 48 リッキー・ブラベック Honda 50:20'42 +02:11'27 ―
11 61 アドリアン・メッジ Honda 51:59'20 +03:50'05 ―
32 32 パオロ・セッシ Honda 57:38'15 +09:29'00 00:03'00
40 123 マイケル・フェルカーデ Honda 60:20'19 +12:11'04 ―
58 137 ロブ・スミッツ Honda 66:45'41 +18:36'26 00:40'00
69 70 ペドロ・ビアンキ・プラタ Honda 70:37'50 +22:28'35 00:29'00

■ダカールラリー 2017　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム 差 ペナルティ
1 14 S. サンダーランド KTM 32:06'22 ― ―
2 16 M. ウォークナー KTM 32:38'22 +00:32'00 00:05'00
3 8 G. ファレス KTM 32:42'02 +00:35'40 ―
4 6 A. ファン・ベヴェレン ヤマハ 32:42'50 +00:36'28 00:01'00
5 11 ホアン・バレダ Honda 32:49'30 +00:43'08 00:58'01
6 17 パウロ・ゴンサルヴェス Honda 32:58'51 +00:52'29 00:48'20

8 67 フランコ・カイミ Honda 33:48'40 +01:42'18 01:05'00
14 15 マイケル・メッジ Honda 34:44'54 +02:38'32 02:11'30
24 50 ダニエル・ノシリア Honda 36:59'55 +04:53'33 ―
37 68 シモーネ・アガッツィ Honda 39:09'59 +07:03'37 ―
41 66 ウォルター・ノシリア Honda 40:47'03 +08:40'41 01:08'00
57 75 ペドロ・ビアンキ・プラタ Honda 44:38'21 +12:31'59 03:37'26
59 159 リチャード・フリッター Honda 45:01'38 +12:55'16 01:02'30

■ダカールラリー 2013　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム /差
1 1 C. デプレ KTM 43:24'22
2 11 R. ファリア KTM +00:10'43
3 7 F. ロペス KTM +00:18'48
4 32 I. ジェイクス KTM +00:23'54
5 12 J. ペドレーロ KTM +00:55'29

7 3 エルダー・ロドリゲス Honda +01:11'22
8 30 ハビエル・ピゾリト Honda +01:26'07
40 33 ジョニー・キャンベル Honda +08:11'40

■ダカールラリー 2014　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム /差
1 2 M. コマ KTM 54:50'53
2 4 J. ビラドムス KTM +01:52'27
3 6 O. ペイン ヤマハ +02:00'03
4 1 C. デプレ ヤマハ +02:05'38
5 7 エルダー・ロドリゲス Honda +02:11'09

7 3 ホアン・バレダ Honda +02:54'01
16 50 ライア・サンツ Honda +08:03'02
23 14 ハビエル・ピゾリト Honda +09:34'32
32 46 パブロ・ロドリゲス Honda +12:57'04

■ダカールラリー 2015　総合順位
順位 ライダー マシン タイム /差
1 M. コマ KTM 46:03'49
2 パウロ・ゴンサルヴェス Honda +16'53
3 T. プライス KTM +23'14
4 P. クインタニラ KTM +38'38
5 S. スヴィトコ KTM +44'17
6 R. ファリア KTM +1:57'50

9 ライア・サンツ Honda +2:24'21
12 エルダー・ロドリゲス Honda +4:00'15
17 ホアン・バレダ Honda +5:54'35
19 ハビエル・ピゾリト Honda +6:22'16
22 ジェアン・アゼベド Honda +6:44'13

ダカールラリー 2013-2021戦績（本田技研工業発表資料をもとに作成）

2013年ダカールラリー。No.3エルダー・ロドリゲス選手



■ダカールラリー 2018　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム 差 ペナルティ
1 2 M. ウォークナー KTM 43:06'01 ― 00:01'00
2 47 ケビン・ベナバイズ Honda 43:22'54 +00:16'53 ―
3 8 T. プライス KTM 43:29'02 +00:23'01 ―
4 19 A. メオ KTM 43:53'29 +00:47'28 00:01'00
5 3 G. ファレス KTM 44:07'05 +01:01'04 ―
6 40 J. オベール ガスガス 44:59'54 +01:53'53 00:20'00

10 68 イグナシオ・コルネホ Honda 45:48'37 +02:42'36 ―
18 27 マーティン・デュプレシ Honda 47:38'40 +04:32'39 00:10'00
21 64 マーク・サミュエルズ Honda 49:17'07 +06:11'06 01:00'00
40 71 アルベルト・オンティヴェロス Honda 55:58'21 +12:52'20 ―
76 101 フランシスコ・ゴメス・パラス Honda 82:13'05 +39:07'04 11:11'00

■ダカールラリー 2019　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム 差 ペナルティ
1 3 T. プライス KTM 33:57'16 ― 00:01'33
2 1 M. ウォークナー KTM 34:06'29 +00:09'13 00:03'00
3 14 S. サンダーランド KTM 34:10'50 +00:13'34 00:02'00
4 6 P. クインタニラ ハスクバーナ 34:18'02 +00:20'46 ―
5 47 ケビン・ベナバイズ Honda 34:38'30 +00:41'14 00:15'00
6 29 A. ショート ハスクバーナ 34:41'26 +00:44'10 ―
7 18 X. ド・スルトレ ヤマハ 34:51'16 +00:54'00 00:01'00
8 10 ホセ・イグナシオ・コルネホ Honda 35:05'22 +01:08'06 00:15'00

11 28 ダニエル・ノジリア Honda 36:29'09 +02:31'53 00:02'00

■ダカールラリー 2020　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム 差 ペナルティ
1 9 リッキー・ブラベック Honda 40:02'36 ― ―
2 5 P. クインタニラ ハスクバーナ 40:19'02 +00:16'26 ―
3 1 T. プライス KTM 40:26'42 +00:24'06 00:02'00
4 17 ホセ・イグナシオ・コルネホ Honda 40:34'19 +00:31'43 00:01'00
5 2 M. ウォークナー KTM 40:37'36 +00:35'00 ―
6 16 L. ベナバイズ KTM 40:40'10 +00:37'34 ―
7 12 ホアン・バレダ Honda 40:53'33 +00:50'57 00:15'00

19 7 ケビン・ベナバイズ Honda 44:05'07 +04:02'31 00:15'00

■ダカールラリー 2021　総合順位
順位 No. ライダー マシン タイム 差 ペナルティ
1 47 ケビン・ベナビデス Honda 47:18'14 ― 00:02'00
2 1 リッキー・ブラベック Honda 47:23'10 +00:04'56 ―
3 5 S. サンダーランド KTM 47:34'11 +00:15'57 ―
4 21 D. サンダース KTM 47:57'06 +00:38'52 00:07'00
5 9 S. ハウズ KTM 48:10'47 +00:52'33 00:06'00
6 15 L. サントリノ シェルコ 48:16'44 +00:58'30 ―

2021年総合優勝、
No.47ケビン・ベナビデス
（2020年までのカタカナ表
記はケビン・ベナバイス）

2020年総合優勝、
No.9リッキー・ブラベック





〈著者紹介〉
西巻　裕（にしまき ひろし）
1957年ਆಸ઒ݝੜまれ౦ژҭち。レースカメラマンをしながら『ライデ
ィングスポーツ』ࢽ、『トライアルジャーナル』ࢽのཱち上げにかかわ
る。そのޙパリ・ダカールラリーのऔࡐを 3 回おこない、1987年にはエ
ジプトのファラオラリーに出場、総合25Ґで׬૸をՌたした。墶、ジャ
ングルで開࠵される 4 8%イベント、キャメルトロフィーのಉ৐औࡐな
ども1997、ݧܦ年にトライアルの月刊ࢽ『自વ山妀৴』を૑刊して現ࡏ
にࢸっている。
෱ౡݝにҠॅし౦日本壟਒ࡂを壆ݧしたが、そのޙも෱ౡݝ඿妀りでト
ライアル壟ձのओ࠵をおこなう。日本の山ಓの変化やෳࡶさは、スケー
ルこそちがえ、࠭യのそれとڞ妀するとײじている。
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